
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
音
楽
を
通

し
て
全
国
の
仲
間
と
友
情
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
も
12
月
に
東
京
日
本
青
年
館
で

開
催
の
第
13
回
全
国
高
等
学
校
選

抜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
へ
出

場
の
予
定
で
す
。

（
顧
問
　
松
北
　
b
行
）

い
つ
も
私
達
管
弦
楽
団
に
暖
か

い
ご
声
援
を
く
だ
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、

管
弦
楽
団
に
は
100
名
を
超
え
る
団

員
が
お
り
、朝
練
に
午
後
練
に
と
、

日
々
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指

し
て
、
団
員
一
同
仲
良
く
楽
し
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
100
人
も
の
人

数
で
一
つ
の
音
楽
を
納
得
い
く
ま

で
仕
上
げ
て
い
く
の
は
本
当
に
大

変
で
す
が
、
私
達
の
や
る
気
と
根

性
は
、
き
っ
と
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
も
負
け
な
い
と
思
い
ま
す
！

私
達
が
こ
う
し
て
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
同
窓
会
の

皆
様
方
を
は
じ
め
本
当
に
多
く
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
声
援
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ど
う
か
私
達
管
弦
楽
団
を
暖

か
く
見
守
っ
て
下
さ
い
。

（
団
員
代
表
　
平
野
真
梨
子
）

同
窓
生
の
皆
さ
ん
コ
ン
ニ
チ

ハ
！当

管
弦
楽
団
は
、
普
段
は
岡
山

朝
日
高
校
管
弦
楽
部
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
管
弦
楽
部
は
、
弦

楽
合
奏
部
・
吹
奏
楽
部
を
母
体
と

し
、
平
成
15
年
度
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
部
員
は
1
、
2
年
生
で

約
100
名
。
３
年
生
ま
で
合
わ
せ
る

と
150
名
近
く
に
な
り
ま
す
。
毎
日

短
い
練
習
時
間
の
な
か
、

中
途

半
端
は
零
（
ゼ
ロ
）
と
同
じ
　
を

合
い
言
葉
に
一
生
懸
命
練
習
し
て

い
ま
す
。

年
間
の
主
な
活
動
内
容
は
、
３

月
に
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
行
っ
て
い
る
「
岡
山
県
立
岡
山

朝
日
高
等
学
校
管
弦
楽
団
定
期
演

奏
会
『
春
う
ら
ら
の
音
楽
会
』
」

を
柱
に
、
入
学
式
・
卒
業
式
・
体

育
祭
・
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
等
で

の
式
典
演
奏
、
文
化
祭
・
岡
山
教

育
の
日
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
・

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
校

内
発
表
会
、
岡
山
県
高
等
学
校
芸

術
文
化
連
盟
器
楽
管
弦
楽
部
門
演

奏
会
・
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
で
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
病
院
等
の
各
種
施
設
へ
の
訪
問

演
奏
な
ど
、
地
域
の
文
化
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
15
年
度
の
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
福
井
大
会

へ
の
出
場
を
皮
切
り
に
、
一
昨
年

度
、
昨
年
度
は
東
京
で
開
催
さ
れ

た
第
11
、
12
回
全
国
高
等
学
校
選

抜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
へ
出

頑
張
る
部
活
動
―
岡
山
朝
日
高
校
管
弦
楽
団
―

a
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